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※下線の成果指標は 「山梨県まち・ひと・しごと創生総合戦略」 にも記載

「ダイナミックやまなし総合計画」　政策別実施状況

プロジェクト 3 地域産業元気創造プロジェクト

政策 1 地域資源を最大限に活かす観光の推進
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
22

【政策推進に当たっての基本的な考え方】
　活力ある地域づくりに不可欠な交流人口の拡大を図るためには、個性豊かな地域産業
の連携を強化しながら、魅力ある地域資源を最大限に活用することにより、県内各地を
周遊する滞在型の観光を推進する必要があります。
　このため、滞在型観光の受け皿となる観光産業を活性化させるとともに、農林業や地場
産業など様々な産業を結び付け、本県ならではの観光を強力に展開します。また、世界
遺産富士山など県内各地の観光資源の魅力を高める取り組みや国内外へのプロモーショ
ン活動、増加が見込まれる外国人観光客の受入環境整備などに積極的に取り組みます。

平
成	

27	

年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項　　　　　　　目 頁 担 当 部 局

○ 観光産業活性化計画の総合的な推進 P.22 観 光 部

○ 世界遺産富士山の保存管理 P.23 県 民 生 活 部 ・
教育委員会・県土整備部

○ 富士山世界遺産センターの整備 P.24 県 民 生 活 部

○ 新たなユネスコエコパーク登録の推進 P.24 森 林 環 境 部

○ 山岳観光の推進 P.25 観 光 部 ・
警 察 本 部

○ 県内周遊観光の促進 P.25 観 光 部

○ 世界農業遺産への認定推進 P.26 農 政 部

○ 中部横断道開通に伴う地域活性化への取り組み P.27 総合政策部・
観 光 部

○ 外国人観光客受入環境の整備促進 P.30
観光部・県土整備部・
教育委員会・福祉保健部・
県 民 生 活 部

事	

業	

費

施策・事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 2,660 百万円

前年度までの事業費 －百万円

本年度の事業費 2,660 百万円

成
果
指
標
の
達
成
状
況

成　果　指　標
基	準	値

（基準年度）
A

目	標	値

（目標年度）
B

現	況	値

（直近データ）
C

進捗率（%）

観光入込客数（実人数）
30,017 千人

（H26）

31,427 千人

（H31）

31,462 千人

（H27）
102.5

外国人延べ宿泊者数
949 千人

（H26）

1,929 千人

（H31）

1,252 千人

（H27）
30.9

観光消費額
3,573 億円

（H26）

4,102 億円

（H31）

3,967 億円

（H27）
74.5

C－A
B－A

×100
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主要な施策の成果 （予算科目　単位：千円）

地域資源を最大限に活かす観光の推進 ※丸数字の施策・事業は 「山梨県まち・ひと・しごと創生総合戦略」 にも記載

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

① おもてなしの
推進

観 光 総 務 費 　本県を訪れた旅行者がやすらぎと感動を覚え、再び

訪れたくなる魅力ある地域づくりを進めるため、県民

総参加によるおもてなしを推進した。

　これにより、東京オリンピック ･パラリンピックを

見据えた県民のおもてなしに取り組む気運醸成に寄与

した。

（ 44,263）

【観光企画課】

【観光資源課】

【国際観光交流課】

9,129

［ 34,664］

・おもてなし知事表彰　　　　　　13 団体・個人

・おもてなしアドバイザーの派遣　3回

・おもてなし宣言の実施　　　　　550 件

・おもてなし年賀状の作成　　　　20,000 枚完売

・おもてなし学習ノートの作成　　11,500 冊

・地域おもてなし力向上モデル事業による支援	　7 件

・やまなし観光カレッジの開催　　修了者数	　367 名

・やまなしスポーツ観光フォーラムの開催

	 　　平成 27 年 11 月　参加者 300 人

2 観光産業活性
化の総合的な
推進

観 光 総 務 費 　観光産業を活性化することにより、地域経済の発展

と雇用の創出を図るため、やまなし観光産業活性化計

画を策定した。

（ 1,422）

1,227

【観光企画課】 ・やまなし観光産業活性化計画の策定　平成 28年 3月
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（予算科目　単位：千円）

地域資源を最大限に活かす観光の推進

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

③ 世界遺産富士
山の保存管理

企 画 総 務 費 　世界遺産富士山の顕著な普遍的価値を守り、地域の

宝として後世に引き継いでいくため、ユネスコに提出

した「保全状況報告書」の取り組み方針に沿って、構

成資産及び緩衝地帯の適切な保存管理を行った。

　これにより、富士山の環境保全対策が推進され、良

好な景観の形成が図られるとともに、景観と調和した

開発の実現に資する制度が整備され、世界遺産富士山

の適切な保存管理に寄与した。

（ 66,990）

【世界遺産富士山課】

【学術文化財課】

【景観づくり推進室】

【道路管理課】

61,693

文化財保護費

（ 108）

108

土 木 総 務 費 ・文化財保護法に基づく「富士山」の現状変更許可

件数　49 件（ 33,927）

25,818 ・指定文化財等の保存修理・管理事業等への支援

［ 3,200］ 　　北口本宮冨士浅間神社　外 2件

・「富士山の日」（ 2月 23 日）の啓発

道 路 維 持 費 　　記念式典の開催　参加者 400 人

（ 41,274） 　　街頭キャンペーンの実施　富士山駅　外 2箇所

41,274 ・富士山レンジャーによる環境保全活動の実施

　　不法投棄パトロール　1,101 回

　　環境教育活動　　　　　	46 回

・富士山登山者からの「富士山保全協力金」の募集

　　協力額　71,073,704 円

　　協力率　52.9％

・世界文化遺産景観形成支援事業の実施

　　4市町村 25 件

・景観配慮手続制度検討委員会の開催　3回

・「山梨県世界遺産富士山の保全に係る景観配慮の手

続に関する条例」の制定　平成 27 年 12 月

・導流堤等の修景　4箇所

④ 富士山の安全
対策の実施

企 画 総 務 費 　富士山の安全な登山及び観光を確保するため、安

全・快適な登山環境の整備や登山者・観光客への啓発

等を実施した。

　これにより、富士山の安全対策が図られ、安心で快

適な富士登山及び観光の推進に寄与した。

（ 63,181）

【世界遺産富士山課】

【道路管理課】

53,670

道 路 維 持 費

（ 2,800） ・五合目インフォメーションセンターの設置運営

　　　　　　　　　　　　　　　　184 日間2,800

・富士山下山道の維持管理　　　　補修箇所　9箇所

・富士山登山者へのカントリーコード（ルール・マ

ナー）の遵守の事前指導の実施　5,763 件

・多言語表示標識の整備　　　　　58 基
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（予算科目　単位：千円）

地域資源を最大限に活かす観光の推進

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑤ 富士山世界遺
産センターの
整備

企 画 総 務 費 　富士山の世界遺産としての保存管理及び観光の促進

を図るため、国内外からの来訪者に対する顕著な普遍

的価値の普及啓発やきめ細かな案内等を行う世界遺産

センターの整備を推進した。

（ 1,574,592）

1,459,893

【世界遺産富士山課】［ 95,188］

・富士山世界遺産センターの整備

観 光 施 設 費 　　建設工事	 平成 26 年 12 月～平成 27 年 12 月

（ 20,670） 　　展示工事	 平成 26 年 11 月～平成 28 年 2 月

15,624 　　外構工事	 平成 27 年 11 月～平成 28 年 4 月

［ 4,393］ 　　周辺整備工事	 平成 27 年 8 月～平成 28 年 6 月

　　情報システム整備	 平成 27 年 3 月～平成 28 年 3 月

・富士ビジターセンターの改修

	 平成 27 年 11 月～平成 28 年 3 月

⑥ 巡礼路を活用
した観光の推
進

企 画 総 務 費 　来訪者に世界遺産富士山の価値について体系的に理

解してもらうため、構成資産をつなぐ巡礼路や様々な

地域資源を活用した滞在型観光を推進した。

　これにより、巡礼路の特定が進むとともに、巡礼路

を活用した観光の推進に寄与した。

（ 3,326）

3,326

【世界遺産富士山課】

【観光資源課】
・巡礼路の調査

　　山梨県富士山総合学術調査研究委員会の開催	 2 回

　　調査報告会・シンポジウムの開催

	 平成 28 年 2 月　参加者 200 人

　　調査報告書及び巡礼路地図の作成

・REBIRTH! 富士講プロジェクト事業の推進

　　REBIRTH!富士講プロジェクト部会の開催	 5 回

　　モニターツアーの開催	 2 回

・富士ビジターセンターにおけるＰＲ

⑦ 新たなユネス
コエコパーク
登録の推進

企 画 総 務 費 　新たなユネスコエコパーク登録を推進するため、庁

内連絡調整会議を設置するとともに、国内外の事例調

査、環境活動等実施状況調査等を行ったほか、関係自

治体や関係機関等に参加の呼びかけを行った。

　これにより、登録推進の連携体制が構築された。

（ 16,200）

0

【みどり自然課】［ 16,200］

・庁内連絡調整会議の開催　　　　　　　　	 3 回

・専門家、関係機関等聴き取り、意見交換の実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16 回

・関係自治体訪問、意見交換の実施　　　　18 回

・登録推進協議会設立準備会の開催　　　　	 2 回

・登録推進検討委員会の開催　　	 	平成 28 年 2 月
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（予算科目　単位：千円）

地域資源を最大限に活かす観光の推進

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑧ 山岳観光の推
進

観 光 施 設 費 　山岳を生かした観光の振興を図るため、南アルプス

の登山道等を整備するとともに、山岳情報を発信した。

また、山岳事故の防止に向け、登山ルートの難易度情

報（グレーディング情報）の提供等を行うとともに、

登山者等の安全確保を図るため、コンパスの導入によ

る登山者数の実態把握に努めた。

（ 32,300）

【観光資源課】

【警：地域課】

18,313

【山岳環境の整備】

・北岳歩道（広河原～中白根）の維持補修	 8,600 ｍ

・山梨百名山標柱の作成	 76 本

【山岳情報の提供】

・山梨百名山手帳の作成	 10,000 部

・「山梨　山のグレーディング」の公表

	 平成 27 年 5 月

【登山者数の実態把握】

・インターネットでの登山届の提出及び閲覧が可能な

システム（コンパス）の導入	 平成 27 年 4 月

・ホームページなどによる山岳情報の発信	 　25 回

・登山指導の実施	 288 回

・山岳遭難連絡協議会の開催	 40 回

　　登山届	 33,410 件

　　　うちコンパスによる登山届	 3,485 件

⑨ 県内周遊観光
の促進

観 光 総 務 費 　滞在・周遊観光を促進するため、歴史 ･文化に根ざ

した文化財等を周遊するツーリズムや観光ガイド自体

を観光資源として活用する取り組みを推進するととも

に、新たな二次交通（鉄道駅等と観光地もしくは観光

地間を結ぶ交通手段）の整備を行った。また、旅行会

社等を招聘するファムトリップを実施した。

　これにより、県内への誘客及び富士山を核とした周

遊観光の促進に寄与した。

（ 6,292）

【観光プロモーション課】

【観光資源課】

6,292

観 光 宣 伝 費

（ 11,500）

1,500

［ 10,000］

・神社仏閣小冊子の作成	 10,000 部

・ファムトリップの実施	 2 回

・やまなし観光ガイドセミナーの開催

	 　平成 28 年 1 月

・ワインタクシー塩山ルートの開設	 平成 28 年 1 月
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（予算科目　単位：千円）

地域資源を最大限に活かす観光の推進

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑩ ワインリゾー
ト構想の推進

観 光 総 務 費 　国内外のワインファンによる２泊以上の宿泊滞在や

富士山を訪れた観光客の国中地域への周遊の促進を図

るため、受入環境整備や情報発信等を内容とするワイ

ンリゾート構想を策定した。

（ 4,820）

【観光資源課】
2,100

［ 2,720］

・官民が一体となった推進組織の設置	平成 28 年 1 月

・ワインリゾート構想の策定	 平成 28 年 2 月

⑪ 世界農業遺産
への認定推進

企 画 総 務 費 　桃やぶどう等の果樹農業を将来にわたって維持発展

させるとともに、観光資源としての価値を更に高める

ため、市町村等と連携しながら山梨の誇る桃源郷の景

観等の世界農業遺産への認定に向けた取り組みを推進

した。

　これにより、認定実現に向けた活動体制の整備や申

請手続の進展に寄与した。

（ 5,000）

【農政総務課】
4,822

農 業 総 務 費

（ 6,000）

6,000

・構成資産候補、農業技術等の把握

　　基礎調査、生物相調査の実施

・峡東地域世界農業遺産推進協議会の設立、開催

　　推進協議会の設立　　	 平成 27 年 10 月

　　総会の開催	 2 回

・推進協議会を主体とした認定推進活動

　　講演会の開催　平成 27 年 10 月	 参加者 280 人

　　学習会の開催	 37 回

　　パンフレットの作成・配布	 8,000 部

⑫ 広域観光圏等
への支援

　　　 　広域的な観光地づくりを進め、県内周遊観光を促進

するため、八ヶ岳観光圏整備推進協議会や富士五湖観

光連盟の活動を支援した。

　また、観光地経営の視点に立った観光地域づくりを

推進するため、「日本版 DMO」の設立に向けた支援

を行った。

【観光資源課】

・観光圏、観光連盟の会議出席及び助言の実施

・日本版DMO候補法人登録に向けた助言の実施、候

補法人の登録申請　 2 件
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（予算科目　単位：千円）

地域資源を最大限に活かす観光の推進

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑬ 中部横断道開
通に伴う地域
活性化への取
り組み

企 画 総 務 費 　中部横断自動車道の開通による効果を最大限に活用

するための新たな活性化策を策定し、沿線地域の活性

化を推進することとした。

・中部横断道沿線地域活性化ビジョンの策定

	 平成 28 年 3 月

（ 4,186）

2,283

【地域創生・人口対策課】

【観光資源課】

【観光プロモーション課】

観 光 宣 伝 費

（ 10,000）

0

［ 10,000］

⑭ リニア中央新幹
線開業に向けた
沿線地域の活性
化への支援

　　　 　リニア中央新幹線開業に向けた沿線地域の活性化を

図るため、沿線市町が実施する取り組みへの支援に向

けた検討を行った。

・支援制度の検討

【リニア推進課】

15 リニア中央新幹
線の「見える化」
などに向けた取
り組みの推進

　　　 　住民の生活環境の保全に配慮した上で、景観との調

和を図るとともに、観光資源として活用するため、リ

ニア中央新幹線の「見える化」に向けた調整を行った。

・「見える化」に向けた関係団体（ＪＲ東海、沿線市

町）との調整【リニア推進課】

【大気水質保全課】 ・「新幹線鉄道騒音に係る環境基準」の設定に向けた

検討

　　既存新幹線の基準設定手法調査の実施

	 31 都道府県
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（予算科目　単位：千円）

地域資源を最大限に活かす観光の推進

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

16 冬季の観光誘
客の促進

観 光 総 務 費 　冬季の観光客の誘客を促進するため、冬の観光キャ

ンペーンなどを実施するとともに、県内宿泊施設で利

用できる「ふるさと旅行券」を新たに発行する上で冬

季における割引率を高く設定した。また、フィリピ

ン・インバウンド誘客事業を実施した。

　これにより、冬季における国内外の観光客の誘致が

図られ、通年型観光の促進に寄与した。

（ 600,000）

【観光企画課】

【国際観光交流課】

【観光プロモーション課】

594,191

観 光 宣 伝 費

（ 30,300）

5,275

［ 25,000］ ・冬季キャンペーンの実施

　　やまなし観光推進機構実施（11 月～ 2月）	 12 回

・冬季ふるさと旅行券の発行	 11 万枚

・旅行券事業による冬季（12 月～ 2月）の誘客数

	 6 万 6 千人

・フィリピンインバウンドツアー造成本数	 4 本

ツアー造成事業による冬季（11 月～ 3 月）の宿

泊者数	 424 人

⑰ ＭＩＣＥ誘致
の推進

観 光 総 務 費 　ＭＩＣＥ（全国的な会議や学会など）を本県へ誘致

するため、主催者への支援を実施するとともに、県内

の施設情報などを掲載したガイドブックの作成及び配

布により情報発信を強化した。

　これにより、ＭＩＣＥ誘致による誘客に寄与した。

（ 2,433）

【観光プロモーション課】
2,322

・ＭＩＣＥ開催への支援　　　　　　	6 件

・ＭＩＣＥガイドブックの作成　10,000 部

⑱ 富士の国やま
なし観光ＰＲ
の強化

観 光 宣 伝 費 　本県のイメージアップを図るとともに、国内外から

の更なる誘客を促進するため、ハローキティなどの

キャラクターを活用したプロモーションや、ホーム

ページからの情報発信により観光ＰＲを強化した。

　これにより、観光情報や本県の魅力発信が強化され、

国内外からの誘客促進に寄与した。

（ 12,145）

11,764

【観光プロモーション課】
企 画 総 務 費

（ 60,000）

39,948 ・キャラクターを活用したプロモーションの実施

	 8 回［ 20,000］

・観光ネット総アクセス数	 14,932,766 ページビュー
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（予算科目　単位：千円）

地域資源を最大限に活かす観光の推進

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑲ やまなしブラ
ンドのＰＲ推
進

商 工 振 興 費 　本県のブランドイメージを高め、持続的な地域経済

の活性化につなげるため、東京日本橋の本県アンテナ

ショップにおいて、県産品の販路拡大及び観光物産情

報の発信を行った。

　これにより、やまなしブランドのＰＲが強化され、

首都圏からの誘客促進に寄与した。

（ 42,097）

41,910

【観光プロモーション課】
企 画 総 務 費

（ 24,000）

0 ・パンフレットの配布　143,768 件

［ 24,000］ ・観光案内の実施　　　　1,980 件

・新聞・雑誌への掲載　　	 	375 件

⑳ 関東観光広域
連携キャン
ペーンの推進

観 光 総 務 費 　東京オリンピック・パラリンピック開催を契機に、

関東地方の観光認知度向上、旅行者来訪促進及び旅行

者満足度向上を図るため、関東 1 都 7 県と連携した

キャンペーンを推進した。

　これにより、本県の魅力の発信と観光客の利便性の

向上に寄与した。

（ 2,317）

2,230

【国際観光交流課】

【観光プロモーション課】

・ツーリズムＥＸＰＯジャパンへの出展

	 平成 27 年 9 月

・共同ポータルサイトの構築	 平成 28 年 3 月

国際トップ
セールス等海
外プロモー
ションの推進

観 光 宣 伝 費 　海外からの更なる誘客を図るため、東南アジアや中

国等における観光、産業、農業、文化・学術交流分野

からなる複合的なトップセールスの実施や中国国内専

用サイトからの情報発信を通じて、本県の魅力を積極

的にＰＲした。

　これにより、現地における山梨の認知度を高め、本

県への外国人観光客の誘客及び周遊観光の促進に寄与

した。

（ 14,655）

13,457

【国際観光交流課】

【観光プロモーション課】

・シンガポールでトップセールスを実施

　　フルーツフェア

　　現地流通事業者へのセールスコール

	 平成 27 年 8 月

・インドネシアでトップセールスを実施

　　現地事業者との観光商談会

　　ジョグジャカルタ特別州との交流促進協定締結

	 平成 27 年 11 月

・中国専用観光サイト

	 総アクセス数 61,474 ページビュー
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（予算科目　単位：千円）

地域資源を最大限に活かす観光の推進

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

外国人観光客
受入環境の整
備促進

観 光 総 務 費 　外国人観光客の受入環境の充実を図るため、無料公

衆無線ＬＡＮ（Wi－Fi）スポットの整備や、外国人

向けスマートフォン専用アプリの構築、路線バスの運

行状況等の情報が取得できるバスコンシェルジュシス

テム、案内表示等の多言語化対応など総合的な取り組

みを進めた。

　これにより、外国人観光客の利便性の向上に寄与

した。

（ 152,353）

136,172

【観光プロモーション課】

【国際観光交流課】

【道路管理課】

【学術文化財課】

【医 務 課】

【世界遺産富士山課】

［ 13,000］

道路橋りょう整備費

（ 37,349）

16,158

［ 21,191］【インバウンドホスピタリティ推進】

・インバウンドホスピタリティ（ムスリム）講座の開催

	 平成 28 年 2 月　参加者 76 名芸術文化振興費

（ 60,856）【ＩＣＴを活用した利便性向上】

51,304 ・富士山五合目における無料Wi－Fi スポットの整備

・外国人誘客促進アプリの構築	 7 言語

医 務 費 【外国語による案内の拡充・強化】

（ 29,325） ・やまなしバスコンシェルジュシステムの多言語化

	 4 言語29,324

・多言語パンフレットの作成

	 　400,000 部　5言語 4種類

・案内表示板や観光パンフレットの多言語化	 121 件

・外国人 1人街歩きマップの作成	 3 箇所

・国県道上の道路案内標識英語表記改善	 440 枚

・県立文化施設における英語・絵文字による案内表示

の設置、多言語鑑賞システムの構築等

・やまなし医療ネットによる外国語に対応できる医療

機関情報の提供
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※下線の成果指標は 「山梨県まち・ひと・しごと創生総合戦略」 にも記載

「ダイナミックやまなし総合計画」　政策別実施状況

プロジェクト 3 地域産業元気創造プロジェクト

政策 2 豊かな森林資源の利活用
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
11

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

　本県の 8割近くの面積を占める森林は、県民の生活に密接に関連した貴重な資源であ

り、将来にわたり良好な状態に保ち、多方面にわたり有効に活用していく必要があり

ます。

　このため、健全で豊かな森林づくりを推進するとともに、県産材の需要拡大に加え、

森林が持つ多面的機能に着目した様々な利活用を図る取り組みを進めます。

平
成	

27	

年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項　　　　　　　目 頁 担 当 部 局

○ 健全で豊かな森林づくりの推進 P.32 森 林 環 境 部

○ 林内路網整備の推進 P.33 森 林 環 境 部

○ ＣＬＴ工法等新技術の導入 P.33 森 林 環 境 部

○ 県産材需要拡大の推進 P.34 森 林 環 境 部

○ やまなしＦＳＣ認証材販売促進プロジェクトの推進 P.34 森 林 環 境 部

○ 木質バイオマスの利活用の推進 P.34 森 林 環 境 部

○ 森林の観光・レクリエーション利用の促進 P.35 森 林 環 境 部

事	

業	

費

施策・事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 4,856 百万円

前年度までの事業費 －百万円

本年度の事業費 4,856 百万円

成
果
指
標
の
達
成
状
況

成　果　指　標
基	準	値

（基準年度）
A

目	標	値

（目標年度）
B

現	況	値

（直近データ）
C

進捗率（%）

森林整備の実施面積
4,685

（H26）

6,000

（H27～ 31の平均）

6,966

（H27）
173.5

木材生産量
156 千

（H26）

310 千

（H31）

156 千

（H26）
－

自然を目的として本県を訪れる観
光客数

5,425 千人

（H26）

5,788 千人

（H31）

6,402 千人

（H27）
269.1

C－A
B－A

×100
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主要な施策の成果 （予算科目　単位：千円）

豊かな森林資源の利活用 ※丸数字の施策・事業は 「山梨県まち・ひと・しごと創生総合戦略」 にも記載

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

① 健全で豊かな
森林づくりの
推進

造 林 費 　水源涵養機能をはじめとした森林の有する多面的機

能を強化し、健全で豊かな森林を次世代に継承するた

め、林業を支える新たな担い手を育成するとともに、

間伐等による荒廃森林の再整備などを行った。

　これにより、適切な森林整備と社会全体で支える森

林づくりの推進に寄与した。

（ 1,110,249）

891,554

【森林環境総務課】

【森林整備課】

【林業振興課】

【県 有 林 課】

【治山林道課】

［ 203,738］

治 山 費

（ 214,559） ・森林整備の実施面積	 6,966

194,139 ・林業を支える新たな担い手の育成支援	 11 人

［ 20,420］ ・森林環境税を活用した森林整備に関する第 2期計画

の策定検討	

林 業 総 務 費 　　森林環境保全基金運営委員会の開催

（ 1,700） 	 （第 1期計画の検証等）　2回

1,543 　　森林環境税に関するアンケート調査の実施

林業振興指導費

（ 70,882）

63,381

造 林 費

（恩賜県有財産特別会計）

（ 721,487）

617,294

［ 67,000］
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（予算科目　単位：千円）

豊かな森林資源の利活用

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

② 林内路網整備
の推進

造 林 費 　施業の集約化や高性能林業機械の導入などに対応

し、健全で豊かな森林づくりを進めるため、林内路網

整備計画を見直し、効率的な森林整備に不可欠な路網

整備を推進した。

　これにより、林業生産性の向上に向けた取り組みや、

山村地域の活性化に寄与した。

（ 37,385）

【森林整備課】

【県 有 林 課】

【治山林道課】

37,385

林 道 費

（ 830,933）

637,937 ・山梨県林内路網整備計画の見直し　平成 28 年 3 月

［ 192,996］ ・林道の整備　　　　　　　　　　　延長 11.8 ㎞

・森林作業道の整備　　　　　　　　延長 25.9 ㎞

造 林 費

（恩賜県有財産特別会計）

（ 13,377）

13,377

林 道 費

（恩賜県有財産特別会計）

（ 2,174,766）

1,588,902

［ 585,810］

3 森林資源の多面的
利活用システムの
構築に向けた取り
組みの推進

林 業 総 務 費 　「材」・「エネルギー」・「場」をキーワードとする森

林資源の多面的な利活用システムを構築するため、

「やまなし森林・林業振興ビジョン」を策定した。

　これにより、今後、森林や林業・木材産業に関わる

様々な組織や関係者が一体となって、具体的な施策を

展開するとともに、ビジョンが目指す将来像の実現に

向け取り組んでいく。

（ 1,071）

379

【森林環境総務課】

・やまなし森林・林業振興ビジョンの策定

	 　平成 27 年 12 月

④ ＣＬＴ工法等
新技術の導入

林業振興指導費 　中高層建築物への利用などにより県産材の需要拡大

を図るため、材の安定供給や県産材の認証制度を踏ま

えながら、製材や集成材に関する施策に加え、ＣＬＴ

工法等新技術の導入を推進した。

　これにより、県産材の更なる需要拡大に寄与した。

（ 6,675）

【林業振興課】
6,655

・ＣＬＴ工法等に関する建築士等への研修会の開催

	 　平成 28 年 2 月　参加者 48 名

・中大規模木造建築シンポジウムの開催

	 　平成 28 年 3 月　参加者 229 名

・ＣＬＴ工法等導入検討委員会の開催	 　3 回

・ＣＬＴ工法導入可能性調査の実施
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（予算科目　単位：千円）

豊かな森林資源の利活用

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑤ 県産材需要拡
大の推進

林業振興指導費 　県産材の需要拡大を図るため、県関係部局や市町村

等と連携して県内公共建築物等の木造化、木質化を促

進した。また、需用者側のニーズの掘り起こしに向け

たビジネス支援の取り組みを実施した。

　これにより、県産材の利用が促進され、需要拡大と

ともに木材産業の活性化に寄与した。

（ 573,092）

【林業振興課】
557,709

・木造公共建築物を整備する市町村等への助成	 5 件

・木材流通対策協議会の開催	 平成 28 年 3 月

⑥ やまなしＦＳ
Ｃ認証材販売
促進プロジェ
クトの推進

計 画 調 査 費 　東京オリンピック・パラリンピック競技施設への県

産ＦＳＣ認証材の活用を核に、県内外で需要拡大を

図っていくため、認証材製品の展示会等による販売促

進活動を行うとともに、製品生産者への直接販売など

により認証材の安定供給を行った。

　これにより、県産ＦＳＣ認証材の利用拡大や需要者

のニーズに応えた認証材の供給が図られた。

（恩賜県有財産特別会計）

（ 38,379）

32,922

【県 有 林 課】

・展示会等への出展　　　　　9回

・県産ＦＳＣ認証材の販売量　57,700

⑦ 木質バイオマ
スの利活用の
推進

林業振興指導費 　県内の森林資源を有効活用するため、木質バイオマ

ス利用設備の整備や供給体制の強化を図るとともに、

地域密着型の小規模発電等への取り組みを推進した。

　これにより、木質バイオマスの利活用の推進に寄与

した。

（ 19,067）

16,691

【林業振興課】

・木質バイオマスストーブ等の導入支援	 117 件

・木質バイオマスボイラー導入支援技術者の派遣	 5 件

・低コスト作業システムの普及指導	 2 件

・地域型利用・供給システムの構築に向けた地域協議

会の設立・活動支援	 4 地域

・小規模発電等に関する技術的課題や事例の情報収集

の実施

⑧ 企業・団体の
森づくり活動
の推進

緑のふるさと推進事業費 　森づくり活動を通じた交流による地域活性化を図る

ため、活動を希望する企業 ･団体にワンストップで対

応 ･ 支援を行うとともに、それぞれの活動を CO2 吸

収量として評価・認証することなどにより、継続的な

森づくりへの参加を促進した。

　これにより、企業・団体による森づくり活動の推進

に寄与した。

（ 223）

99

【みどり自然課】

・森づくり活動支援　		64 企業・団体　68 箇所

・CO2 吸収量の認証　14 件　認証量 165.9 t － CO2
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（予算科目　単位：千円）

豊かな森林資源の利活用

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑨ 森林の観光・
レクリエー
ション利用の
促進

緑のふるさと推進事業費 　県有林を中心とした森林の多面的な利用を進めるた

め、森の癒し効果を活用した地域産業との連携など、

観光やレクリエーション等の場としての利用を促進

した。

　これにより、県内外の観光客等による森林空間の利

活用が図られた。

（ 235,391）

194,870

［ 36,719］

【県 有 林 課】

・保健休養機能を活用した森林利用の検討

・森林景観整備の実施　12 件

⑩ 特用林産物の
産地化の推進

　　　 　豊かな森林資源が育んだきのこなど特用林産物の産

地化を図るため、新品種の開発と栽培技術や生産物の

普及を推進に向けた検討を行った。

　これにより、特用林産物の産地化に寄与した。
【林業振興課】

・特用林産物産地化・販路拡大に向けた検討

⑪ やまなし「水」
ブランド戦略
の推進

企 画 総 務 費 　本県の良質な「水」のブランド力を高め、水資源を

生かした新たな事業の創出を図るため、やまなし「水」

ブランド戦略を策定した。

（ 23,079）

1,539

【森林環境総務課】［ 20,851］ ・やまなし「水」ブランド戦略プロジェクトチームの開催

	 　3 回

・やまなし「水」ブランド戦略アドバイザー会議の開催

	 3 回

・やまなし「水」ブランド戦略策定	　平成 28 年 3 月
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※下線の成果指標は 「山梨県まち・ひと・しごと創生総合戦略」 にも記載

「ダイナミックやまなし総合計画」　政策別実施状況

プロジェクト 3 地域産業元気創造プロジェクト

政策 3 高品質化・販路開拓による儲かる農業の展開
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
17

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

　担い手の高齢化や減少、グローバル化の進展など農業を取り巻く環境が厳しくなる中、

こうした状況を本県の農業のあり方を見直す一つの機会として捉え、対応していく必要

があります。

　このため、農産物の戦略的な販路拡大、農業生産の効率化や高付加価値化、農産物の

一層の高品質化などの取り組みを総合的に推進し、儲かる農業へと転換を図ります。

平
成	

27	

年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項　　　　　　　目 頁 担 当 部 局

○ 新・やまなし農業大綱に基づく総合的な施策推進 P.38 農 政 部

○ 県産農産物のブランド強化 P.38 農 政 部

○ 東南アジア諸国への県産農産物の輸出の拡大 P.40 農 政 部

○ 省エネ施設園芸の推進 P.40 農 政 部

○ 	6 次産業化支援体制の充実 P.41 農 政 部

○ 水田農業における産地競争力強化と低コスト化の推進 P.41 農 政 部

○ 陸上養殖を活用した新たな特産品開発の推進 P.43 農 政 部

○ 薬草等新たな特産物の発掘と産地化 P.44
森林環境部・
農 政 部

事	

業	

費

施策・事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 564 百万円

前年度までの事業費 －百万円

本年度の事業費 564 百万円

成
果
指
標
の
達
成
状
況

成　果　指　標
基	準	値

（基準年度）
A

目	標	値

（目標年度）
B

現	況	値

（直近データ）
C

進捗率（%）

農業生産額
876 億円

（H26）

950 億円

（H31）

888 億円

（H27）
16.2

県産果実の輸出額
514 百万円

（H26）

710 百万円

（H31）

590 百万円

（H27）
38.8

	6 次産業化に新規に取り組む経営
体数（総計）

52 経営体

（H26）

100 経営体

（H31）

62 経営体

（H27）
20.8

C－A
B－A

×100
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主要な施策の成果 （予算科目　単位：千円）

高品質化・販路開拓による儲かる農業の展開 ※丸数字の施策・事業は 「山梨県まち・ひと・しごと創生総合戦略」 にも記載

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

1 新・やまなし
農業大綱に基
づく総合的な
施策推進

農 業 総 務 費 　本県農業を取り巻く情勢の変化に対応し、高品質

化・販路開拓による儲かる農業への転換を図り、農業

が生み出す美しい風景を守り育てるため、５年先を目

標とする農業振興指針として「新・やまなし農業大綱」

を策定するとともに、大綱に基づく施策を総合的に推

進した。

　これにより、農業の振興や農村地域の活性化に寄与

した。

（ 938）

747

【農政総務課】

・新・やまなし農業大綱の策定　平成 27 年 12 月

・大綱に基づく施策の推進

　　大綱推進会議の開催　　　　3回

② 県産農産物の
ブランド強化

農 業 総 務 費 　県産農産物のブランド力を強化するため、農業関係

団体と協働して、富士の国やまなし逸品農産物の普及

ＰＲ活動等を行うとともに、プロモーション活動等を

実施し、流通販売事業者との連携強化を図った。

　これにより、県産農産物の消費の拡大に寄与した。

（ 21,937）

【販売 ･輸出支援室】
14,807

［ 7,037］

・富士の国やまなしの逸品農産物の普及ＰＲ活動等の

実施

　　バイヤーを招聘した産地見学会の実施

	 　平成 27 年 9 月

　　生産者を対象とした産地研修会の実施

	 　平成 27 年 5 月

・国内プロモーション活動の実施

　　トップセールス　　　　　　　　　　2回

・関係団体が実施する国内販売促進活動への支援

　　逸品農産物キャンペーンの実施支援　9回
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（予算科目　単位：千円）

高品質化・販路開拓による儲かる農業の展開

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

③ 県産農産物の
利用促進と供
給強化

農 業 総 務 費 　県産食材の地産地消、地産訪消を促進するため、県

産食材のニーズ調査や、実需者と生産者との意見交換

会を実施するとともに、実需者のメニュー開発支援に

取り組んだ。

　また、新たな需要に応える新品目の生産や有機農産

物の共同出荷を支援した。

　これにより、県産農産物の利用促進と供給強化に寄

与した。

（ 5,276）

4,943

【果樹・ 6次産業振興課】

【販売 ･輸出支援室】

【農業技術課】

農業改良普及費

（ 1,300）

1,148

・県産農産物に係る実需者ニーズ調査の実施

・実需者と生産者との意見交換会の実施

	 　平成 27 年 10 月

・実需者のメニュー開発支援	 　1 組合（10 社）

・新たな需要に応える新品目の生産支援	 　4 件

・有機農産物の共同出荷組織への支援	 　4 件

④ 県産農産物の
新たな販路の
開拓

農 業 総 務 費 　県産農産物の消費拡大を図るため、農業生産法人等

の販路開拓を支援するとともに、市場情報等を産地に

提供する取り組みを支援した。

　これにより、県産農産物の新たな販路開拓に寄与

した。

（ 7,654）

6,515

【販売 ･輸出支援室】

・マーケティングアドバイザーの派遣	 　40 回

・ＰＲ・テスト販売の支援	 　5 法人　16 商品

・農産物インフォメーションセンターによる情報収

集・提供

　　市場情報等の収集	 　　　　　　　　332 回

　　産地への情報提供	 　　　　　　　　269 回
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（予算科目　単位：千円）

高品質化・販路開拓による儲かる農業の展開

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑤ 東南アジア諸
国への県産農
産物の輸出の
拡大

果樹園芸等振興費 　東南アジア市場を中心に、県産農産物の海外販路を

拡大していくため、プロモーション活動や農業生産法

人等への販路開拓機会の提供を行うとともに、常設の

販売・情報発信拠点の設置に向け、調査・検討を行った。

　これにより、東南アジア諸国への県産農産物の輸出

の拡大に寄与した。

（ 16,876）

11,674

［ 4,990］

【販売 ･輸出支援室】

・海外プロモーション活動の実施

　　トップセールスの実施	 　平成 27 年 8 月

　　フルーツショップの設置	 　2 回（香港、台湾）

　　フルーツフェアの開催	　4 回（シンガポール、タイ）

　　プレゼンテーションの実施	 　2 回（香港、台湾）

・農業生産法人等への販路開拓機会の提供

　　香港フードエキスポへの出展支援	 平成27年 8 月

　　海外バイヤーとの商談機会の提供	 　4 回

・農産物等海外販売・情報発信拠点設置に向けた調

査・検討の実施

6 地中熱等再生
可能エネル
ギーの活用技
術の開発促進

総合農業技術センター費 　農業分野での再生可能エネルギーや廃熱等の利活用

を促進するため、幅広い情報収集、県内での導入検討

等を行った。

　これにより、地中熱等再生可能エネルギーの活用技

術の開発促進を図った。

（ 44）

44

【農業技術課】
・農畜産物部門への自然エネルギー等活用検討会の開催

	 2 回

・野菜・花き栽培に関する再生可能エネルギーを利用

した事例の情報収集の実施

7 省エネ施設園
芸の推進

果樹園芸等振興費 　野菜産地の競争力の確保を図るため、農業生産法人

等が行う省エネ技術を活用した施設整備に対し支援

した。

　これにより、野菜生産の低コスト化に寄与した。

（ 388,000）

【果樹・ 6次産業振興課】
386,900

・省エネ施設整備への助成　1件

― 40 ―



（予算科目　単位：千円）

高品質化・販路開拓による儲かる農業の展開

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑧ 6 次産業化支
援体制の充実

農 業 総 務 費 　農業の 6次産業化を推進するため、やまなし 6次産

業化サポートセンターを設置し、関係団体等が連携し

て支援する体制を整備するとともに、美味しい甲斐開

発プロジェクト等により新たな加工品開発等を支援

した。

　これにより、6次産業化支援体制の充実に寄与した。

（ 12,515）

【果樹・ 6次産業振興課】
10,297

［ 2,000］

農業改良普及費

（ 11,721） ・ 6次産業化サポートセンターの設置・運営

　　人材育成研修会の開催

	 平成27年11月　　　参加者 95 人

　　交流会の開催	 平成27年11月　参加者 18 事業者

　　個別相談会・セミナーの開催	 3 回　参加者 189 人

	 18 事業者

　　プランナーの派遣	 　　　	 62 回

6,278

［ 5,000］

・美味しい甲斐開発プロジェクト会議の開催	 　4 回

・新たな加工品開発の支援	 　20 件

⑨ 水田農業にお
ける産地競争
力強化と低コ
スト化の推進

主要農作物生産対策費 　儲かる水田農業を展開するため、米及び転作作物の

需要拡大、生産コスト低減及び耕作放棄地発生予防に

取り組む市町村や農業者に対し支援した。

　これにより、米の生産数量目標の達成とともに、土

地利用型作物の作付けが増加し、水田の有効活用が図

られた。

（ 62,750）

62,477

【花き農水産課】

・米及び転作作物の需要を拡大する推進事業への支援

	 　　25 市町村

・生産コスト低減、転作作物の生産等に必要な施設・

機械の整備等への支援	 　18 件

⑩ 市場ニーズに対
応した果樹の優
良品種の開発と
普及推進

果樹園芸等振興費 　果樹農家の所得向上を図るため、消費者ニーズに合

い、栽培適応性にも優れる県育成品種や有望な民間育

成品種を県オリジナル品種とし、速やかな普及と産地

化を推進した。

　これにより、市場ニーズに対応した果樹の優良品種

の開発と普及に寄与した。

（ 7,897）

7,804

【果樹・ 6次産業振興課】

・県オリジナル品種苗木出荷実績　2,619 本

・ウイルスフリー苗木供給本数　　2,908 本

・新品種候補の品質検討の実施　　2系統
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（予算科目　単位：千円）

高品質化・販路開拓による儲かる農業の展開

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑪ 低コスト化を
目指した果樹
栽培施設の普
及推進

果樹園芸等振興費 　現在県下で使われている ｢甲州式果樹棚」は、建設

費が高く、農業者の初期投資が大きいことから、同等

の耐久性を持ち、低コストで本県果樹産地の特性に

合った新たな果樹棚を開発し、展示ほ場を設置した。

　これにより、低コスト化を目指した果樹栽培施設の

普及に寄与した。

（ 3,942）

3,143

【果樹・ 6次産業振興課】

・低コスト果樹棚の開発 ･展示　1例

⑫ 県産食肉ブラ
ンド力の強化
と生産農家の
育成

畜 産 振 興 費 　県産ブランド和牛「甲州牛」の生産基盤を強化する

ため、新たな担い手の育成や関係機関、団体等が一体

となって生産農家をサポートする取り組みを支援する

とともに、県産食肉の流通・販売力を高め、ブランド

力を強化した。

　これにより、「甲州牛」の新たな担い手の育成と生

産基盤の強化及び県産食肉のブランド力強化に寄与

した。

（ 1,800）

900

【畜 産 課】 農 政 総 務 費

（ 525）

464

・甲州牛生産研修者及び研修受け入れ者への支援

	 　各 1件

・関係機関等が生産農家をサポートする取り組みに対

する支援	 　　3協議会

・県内観光協会等と連携した「おもてなし料理」の定

着浸透に対する支援	 　　1組合

⑬ オリジナル花
きの開発・産
地化と販路拡
大の推進

果樹園芸等振興費 　本県の花き産地の維持強化と花き文化の振興を推進

するため、本県の特徴を生かした新たな花き振興計画

を策定した。また、計画に基づき、オリジナル品種の

開発と産地化を推進した。さらに、県産花きの需要拡

大を図るため、花き園芸組合連合会等花き団体が行う

販売促進活動を支援した。

　これにより、産地と市場、仲買人とのつながり強化

や新たな販路開拓、消費拡大が図られた。

（ 15,231）

6,992

［ 6,509］

【花き農水産課】

・やまなし花き振興計画策定　平成 28 年 3 月

・優良種苗の供給　　　　　　3,350 本

・研修会等の開催　　　　　　23 回

・商談会出展への支援　　　　	 4 回　25 ブース

・各種イベントへの参加　　　	 4 回
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（予算科目　単位：千円）

高品質化・販路開拓による儲かる農業の展開

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑭ 新たな県産ブ
ランド魚の開
発と普及

水産業振興費 　本県の水産業の振興を図るため、豊富な水資源を活

用した養殖や美しく多様な自然環境の中での遊漁な

ど、本県の特性を生かした中長期的な水産振興計画の

策定に向けた取り組みを行うとともに、新たな県産ブ

ランド魚の開発を進めた。

（ 412）

229

【花き農水産課】

・やまなし水産振興計画の策定に向けた検討

　　素案作成と関係機関への意見聴取の実施

・マス類の新魚開発

ニジマスとキングサーモンを掛け合わせた新魚の

作出

　　国の利用承認に向けた準備

・クニマスの増養殖技術の研究開発の実施

⑮ 陸上養殖を活
用した新たな
特産品開発の
推進

水産業振興費 　養殖魚を活用した新たな特産品開発を進めるため、

陸上養殖導入に向け、やまなし陸上養殖協議会を開催

するとともに、特産品開発グループの設立を進めるた

めの取り組みを行った。

　これにより、陸上養殖に対する理解が深まるととも

に、事業者から陸上養殖に取り組む意向が示された。

（ 25,638）

3,089

［ 22,330］

【花き農水産課】

・協議会の開催　4回

・特産品開発グループ設置検討会の開催　2回

⑯ 有機の郷づく
りの推進

農業改良普及費 　有機の郷づくりを推進し、有機農業の生産拡大を進

めるため、有機農産物の販路拡大、生産振興、人材育

成の取り組みを実施した。

　これにより、有機農業に取り組んでいる農業者の生

産及び経営の安定、有機農業就農希望者の定着に寄与

した。

（ 37,433）

【農業技術課】
34,405

・環境保全型農業直接支払補助金による支援

	 　　13 市町村 138

・有機農業協力隊員の就農支援	 　12 人

・有機農業アカデミーの開催

	 　平成 28 年 2 月　約 190 人参加
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（予算科目　単位：千円）

高品質化・販路開拓による儲かる農業の展開

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑰ 薬草等新たな
特産物の発掘
と産地化

主要農作物生産対策費 　耕作放棄地の有効活用や特用林産の振興につなが

り、新たな需要や国内での栽培要望が見込める薬用植

物を産地化するため、現地において適応性を確認する

とともに、栽培ノウハウの普及啓発を推進した。

　これにより、薬草栽培に取り組む団体が現れ、新た

な特産物の産地化に寄与した。

（ 2,000）

1,132

【林業振興課】

【花き農水産課】

・甘草等の適応性の確認及び栽培手法の普及啓発

・薬草栽培実証検討会及び現地研修会の開催	 　3 回

・現地試験ほ場の設置	 　3 箇所

・薬草栽培研修会の開催

	 　平成 28 年 2 月　参加者 75 人
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※下線の成果指標は 「山梨県まち・ひと・しごと創生総合戦略」 にも記載

「ダイナミックやまなし総合計画」　政策別実施状況

プロジェクト 3 地域産業元気創造プロジェクト

政策 4 活気に満ちあふれた農山村の創造
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
13

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

　本県における農業生産活動を将来にわたり維持・発展させていくとともに、農業が生

み出す地域の美しい風景を守り育てていくためには、それを支える農山村の基盤づくり

を進める必要があります。

　このため、耕作放棄地の解消、多様な担い手の確保、アグリビジネスの推進、鳥獣害

防止対策など活気に満ちあふれた農山村づくりを推進します。

平
成	

27	

年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項　　　　　　　目 頁 担 当 部 局

○ 農地中間管理機構の活用促進 P.46 農 政 部

○ 農業の競争力を強化する基盤整備の推進 P.46 農 政 部

○ 就農定着支援の充実 P.47 農 政 部

○ 企業の農業参入の促進 P.48 農 政 部

○ 農援隊のネットワーク化と人材育成の推進 P.48 農 政 部

○ 野生鳥獣の適切な管理の推進 P.49 森 林 環 境 部

○ 地域ぐるみによる野生鳥獣被害防止対策の推進 P.49 農 政 部

事	

業	

費

施策・事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 6,552 百万円

前年度までの事業費 －百万円

本年度の事業費 6,552 百万円

成
果
指
標
の
達
成
状
況

成　果　指　標
基	準	値

（基準年度）
A

目	標	値

（目標年度）
B

現	況	値

（直近データ）
C

進捗率（%）

新規就農者数
274 人

（H26）

340 人

（H31）

290 人

（H27）
24.2

担い手への農地集積率
29.8％

（H26）

39.0％

（H31）

32.0％

（H27）
23.9

獣害防止柵の整備による被害防止
面積（総計）

3,531

（H26）

4,500

（H31）

3,835

（H27）
31.4

C－A
B－A

×100
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主要な施策の成果 （予算科目　単位：千円）

活気に満ちあふれた農山村の創造 ※丸数字の施策・事業は 「山梨県まち・ひと・しごと創生総合戦略」 にも記載

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

① 農地中間管理
機構の活用促
進

農 地 調 整 費 　担い手への農地の集積・集約化や耕作放棄地の解消

を加速するため、農地中間管理機構が行う事業（農地

の借受け・貸付け、当該農地の利用条件の改善）を支

援するとともに、県、市町村、JA 等の関係機関が連

携して事業を推進した。

　これにより、担い手農家への農地集積が進み、経営

規模拡大により農家の経営安定に寄与した。

（ 130,646）

117,073

【担い手・農地対策室】

【農村振興課】 土 地 改 良 費

（ 101,000）

47,143

［ 48,000］ ・集積面積　　　　　　　458

・担い手への農地集積率　32.0％

・耕作放棄地の解消　　　268

② 農業の競争力
を強化する基
盤整備の推進

土 地 改 良 費 　県産農産物の高品質化や生産性の向上、農業経営の

安定化を図るため、担い手の多様なニーズに対応しつ

つ、果樹産地等におけるほ場や農道、用排水路などの

農業生産基盤の整備を推進した。

　これにより、農業の競争力強化に寄与した。

（ 7,994,267）

5,320,730

【耕 地 課】［ 2,345,783］

・ほ場、農道等の農業生産基盤整備

	 　　八代地区　外 27 地区

・樹園地等の農地の総合的な整備

	 　　大野寺地区　外 18 地区

・基幹農道の整備	 　八ヶ岳南地区　外 3地区

③ 農村資源を活
用した再生可
能エネルギー
の利用拡大

土 地 改 良 費 　農村地域が有する豊かな資源を活用した再生可能な

エネルギーを積極的に導入し、農業関係施設の維持管

理費等の低減を図るため、農業用水への小水力発電の

施設整備等を推進した。

　また、市町村や土地改良区に対する研修会を実施し、

導入への取り組みを支援した。

　これにより、農村地域への再生可能エネルギーの利

用拡大に寄与した。

（ 22,650）

22,650

【耕 地 課】

・小水力発電施設の整備　1施設

・研修会の開催　　　　　平成 28 年 2 月
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（予算科目　単位：千円）

活気に満ちあふれた農山村の創造

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

④ 就農促進体制
の強化

農業改良普及費 　農業の担い手を確保・育成するため、山梨県就農支

援センターが実施する就農支援マネージャーによる

就農相談活動や就農啓発活動等の事業に対して支援

した。

　これにより、新規就農者の確保に寄与した。

（ 7,028）

【担い手・農地対策室】
7,028

・就農支援マネージャーの設置　2人

・就農相談会の開催　　　　　	 13 回

・就農相談件数　　　　　　　260 件

⑤ 就農定着支援
の充実

農業改良普及費 　就農意欲の喚起と就農定着を図るため、青年就農給

付金を活用するとともに、新規就農者の育成に対して

高い見識と能力を有する者を「アグリマスター」とし

て認定し、就農者の技術習得などを支援した。また、

新規就農者の早期経営安定を図るため、農業機械等の

整備を支援した。

　これにより、新規就農者の確保と育成に寄与した。

（ 386,667）

【担い手・農地対策室】
350,319

［ 25,408］

・青年就農給付金準備型の給付	 　44 人（新規 25 人）

・青年就農給付金経営開始型の給付

	 　　194 人（新規 34 人）

・就農者（研修生）の技術習得等の支援	 　21 人

・就農者（研修生）に対する研修会の開催

	 　　平成 28 年 1 月

・就農者（研修生）及びアグリマスターに対する研修

会の開催	 　平成 28 年 3 月

・アグリマスターグループの支援	 　2 グループ

・農業機械等の整備支援	 　2 団体（新規就農者 4人）

・Ｕターン就業者の支援	 　6 人

・就農意向調査の実施

⑥ 農業経営の法
人化と大規模
経営体の育成

農業改良普及費 　農業経営の体質強化を図るため、農業経営の法人化

や大規模経営体の育成に向けた研修会を実施するな

ど、法人化への取り組みを支援した。

　これにより、農業経営の法人化の推進に寄与した。

（ 1,800）

1,780

【担い手・農地対策室】
・法人化の支援　4団体

・研修会の開催　2回
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（予算科目　単位：千円）

活気に満ちあふれた農山村の創造

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑦ 企業の農業参
入の促進

農業改良普及費 　企業の農業参入を促進するため、企業訪問やセミ

ナーを実施するとともに、農村の活性化を図るため、

農業・農村を社会貢献や社会教育、福利厚生の場とし

て活用しようとする企業の受入団体の取り組みを支援

した。

　これにより、企業の農業参入の促進に寄与した。

（ 16,989）

【担い手・農地対策室】

【農村振興課】

4,118

［ 10,000］

・企業訪問及び参入相談の実施	 　43 社

・企業の農業参入セミナーの開催

	 　平成 27 年 10 月　参加企業 40 社

・地域戦略会議の開催	 　３回

・プロモーション会の開催	 　平成 27 年 8 月

・体験ツアーの開催	 　平成 27 年 10 月

⑧ 農援隊のネッ
トワーク化と
人材育成の推
進

農業改良普及費 　農業者の新たな取り組みを支援する体制を強化する

ため、県や市町村、農業団体のＯＢによる「農援隊」

を設置し、農務事務所と連携した個別指導を展開した。

　これにより、多様な農業者等の新たな取り組みに対

して、技術レベルや要望に合わせたきめ細やかな支援

に寄与した。

（ 2,136）

1,922

【農業技術課】

・農援隊の設置	 　平成 27 年 9 月　隊員 33 人

・農援隊による相談件数	 　300 件

⑨ アグリビジネ
スの推進によ
る農村地域の
活性化

農 業 総 務 費 　農村地域の活性化を図るため、アグリビジネスアド

バイザーを設置し、地域資源調査や活用方法等の助言

を行うとともに、地域住民によるワークショップを開

催し、地域資源の再認識や地域資源を活用する地域活

性化計画の策定を支援した。

　これにより、農家の所得向上や地域の活性化に寄与

した。

（ 6,629）

1,727

［ 3,011］

【農村振興課】

・アグリビジネスアドバイザーの派遣	 　8 回

・アグリビジネスを推進する地域活性化計画の策定支援

	 　　4箇所
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（予算科目　単位：千円）

活気に満ちあふれた農山村の創造

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑩ 野生鳥獣の適
切な管理の推
進

鳥 獣 管 理 費 　野生鳥獣による深刻な被害を軽減するため、わなの

活用を図りながら計画的に管理捕獲を実施するととも

に、その担い手である狩猟者の確保や民間事業者等の

参入を促進した。

　これにより、野生鳥獣の適切な管理の推進に寄与

した。

（ 149,525）

131,590

【みどり自然課】

・ニホンジカ捕獲頭数　　　　　13,169 頭

・わな捕獲促進強化事業の実施	 6 地区	 		18 隊	 		54 人

・狩猟免許試験合格者　　　　　253 人

・認定鳥獣捕獲等事業者　　　　2社

⑪ ニホンジカの
有効活用

農業改良普及費 　県内で捕獲したニホンジカを有効活用するため、適

切な食肉処理やシカ肉の販路拡大など、多角的な検

討・支援を行った。

　これにより、適切な食肉処理の促進、シカ肉の販路

拡大に寄与した。

（ 10,062）

【農業技術課】

【畜 産 課】

10,044

畜 産 振 興 費

（ 5,565） ・処理加工施設整備への支援　2箇所

0

［ 5,565］

⑫ 地域ぐるみに
よる野生鳥獣
被害防止対策
の推進

農業改良普及費 　野生鳥獣による農作物被害を防止するため、市町村

が作成する被害防止計画に基づく取り組みや、集落ぐ

るみで行う被害防止活動に対して支援するとともに、

獣が好んで食べない農作物の栽培実証を行った。

　また、市町村鳥獣被害防止協議会や関係機関と連携

し、地域の実情を踏まえた侵入防止施設の整備を推進

した。

　これにより、野生鳥獣による農作物被害の減少に寄

与した。

（ 34,432）

30,828

【農業技術課】

【耕 地 課】

土 地 改 良 費

（ 535,369）

496,449

［ 38,920］

・鳥獣被害防止総合対策への支援	 　　	 16 地区

・集落ぐるみの被害防止活動実施地区	 　8 集落

・電気柵等の獣害防止柵の整備	 　　	延長 40 ㎞

・被害防止農地面積	 　　　　　　　　　304

・野生動物の被害を受けにくい農作物の栽培実証

	 　3 箇所
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（予算科目　単位：千円）

活気に満ちあふれた農山村の創造

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

13 家畜等の疾病
対策と防疫体
制の強化

家畜保健衛生費 　高病原性鳥インフルエンザや口蹄疫等の重大な家畜

伝染病が発生したときに円滑かつ迅速な対応を行うた

め、危機管理体制を構築し、疾病対策を推進した。

　これにより、関係者の危機管理意識の向上に寄与

した。

（ 9,038）

8,843

【畜 産 課】

・高病原性鳥インフルエンザ等の防疫演習の実施

　　高病原性鳥インフルエンザ　平成 27 年 11 月

　　口蹄疫　　　　　　　　　　平成 27 年 11 月

・鳥インフルエンザ発生予察のためのモニタリング検

査の実施

　　ウイルス分離検査　　　　　延べ 72 戸 /年

　　抗体検査　　　　　　　　　延べ 97 戸 /年
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※下線の成果指標は 「山梨県まち・ひと・しごと創生総合戦略」 にも記載

「ダイナミックやまなし総合計画」　政策別実施状況

プロジェクト 3 地域産業元気創造プロジェクト

政策 5 個性あふれる地場産業の振興
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
11

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

　ジュエリー、ワイン、織物等本県が誇る特色ある地場産業の活性化を図るためには、

ブランドの確立と商品の高付加価値化を進めていく必要があります。

　このため、地場産業を支えてきた伝統技術を生かしながら、今日のライフスタイルに

合った新たな製品・デザインの開発や人材の育成、海外市場を含めた販路拡大などを支

援し、個性あふれる産業創出を図ります。

平
成	

27	

年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項　　　　　　　目 頁 担 当 部 局

○ 地場産業のブランド化・高付加価値化 P.52 産 業 労 働 部

○ ジュエリー産業の活性化 P.52 産 業 労 働 部

○ ワイン産業の活性化 P.52 産 業 労 働 部

○ 本県に適した醸造用ぶどうの開発と高品質化の推進 P.53 農 政 部

○ 織物産業の活性化 P.54 産 業 労 働 部

○ 企業のデザイン力・販売力強化に向けた取り組みの推進 P.54 産 業 労 働 部

○ デザインスキルを持つ人材の育成 P.55 産 業 労 働 部

事	

業	

費

施策・事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 445 百万円

前年度までの事業費 －百万円

本年度の事業費 445 百万円

成
果
指
標
の
達
成
状
況

成　果　指　標
基	準	値

（基準年度）
A

目	標	値

（目標年度）
B

現	況	値

（直近データ）
C

進捗率（%）

貴金属製品出荷額・全国シェア
28.3％

（H25）

30.0％

（H30）

25.5％

（H26）
△ 164.7

日本ワインの県内製成数量
4,046kl

（H16 ～ 25 の平均）

4,450kl

（H26 ～ 30 の平均）

4,629kl

（H26）
144.3

織物の産地推計生産額
8,141 百万円

（H25）

9,000 百万円

（H30）

8,849 百万円

（H27）
82.4

C－A
B－A

×100

― 51 ―



主要な施策の成果 （予算科目　単位：千円）

個性あふれる地場産業の振興 ※丸数字の施策・事業は 「山梨県まち・ひと・しごと創生総合戦略」 にも記載

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

① 地場産業のブ
ランド化・高
付加価値化

商 工 総 務 費 　地場産業のブランド力強化を図るため、地場産品の

高付加価値化やオリジナルブランドの開発、国内外で

の販路開拓等の取り組みを支援した。

　これにより、地場産業の活性化に寄与した。

（ 43,429）

34,373

【地域産業振興課】［ 1,600］

・海外販路開拓セミナーの実施	 　1 件

・地場産品の海外販路開拓事業を実施

	 　3 件（パリ、北京、台湾）

・県産日本酒の商談会、試飲会などを実施	 　3 件

・ブランドプロモーション支援事業費補助金で地場事

業者の取り組みを支援	 　17 件

② ジュエリー産
業の活性化

商 工 総 務 費 　ジュエリー産業の活性化を図るため、国内外の展	

示 ･ 商談会の開催 ･出展など販路開拓を支援するとと

もに、山梨ジュエリーミュージアムの活用などによる

産地ブランド確立を推進した。

　これにより、ジュエリー産地山梨の認知度の向上や

新たな販路開拓などに寄与した。

（ 35,370）

【地域産業振興課】
23,037

［ 10,595］

宝石美術専門学校費

（ 22,332） ・産地企業とのマッチング事業（バスツアー）の実施

	 　　1件20,834

・山梨ジュエリーのＰＲ事業（Koo-fu	2015 発表会、

rooms 出展	等）を実施	 　5 件

・産地組合が行う「輝きの祭典」事業への支援	　1 件

・山梨ジュエリーミュージアムの運営

③ ワイン産業の
活性化

商 工 総 務 費 　ワイン産業の活性化を図るため、国内外の展示 ･

商談会の開催 ･ 出展など販路開拓の取り組みを支援

した。

　これにより、県産ワイン及び産地山梨のブランドイ

メージの向上に寄与した。

（ 99,531）

【地域産業振興課】
40,856

［ 44,412］

・国内（東京六本木）における展示・商談会の開催

	 1 件

・海外プロモーション（ＥＵ諸国）への支援	 　1 件

・国内における海外バイヤー招へい商談会の開催

	 　1 件

・東南アジア（シンガポール、香港）のプロモーショ

ン、展示・商談会出展への支援	 　3 件

・ミラノ国際博覧会日本館イベント広場へ出展	　1 件
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（予算科目　単位：千円）

個性あふれる地場産業の振興

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

④ 世界に通用す
るワイン産地
の確立

商 工 振 興 費 　原料ぶどうの高品質化と安定供給を早期に実現し、

世界に通用するワイン産地として山梨の評価を確固た

るものにするため、ワイン関係者により次期「ワイン

産地確立推進計画」を策定した。

（ 800）

492

【地域産業振興課】
・第 2期山梨ワイン産地確立推進計画の策定

	 　平成 28 年 3 月

⑤ 本県に適した
醸造用ぶどう
の開発と高品
質化の推進

果樹園芸等振興費 　県産ぶどうを原料とした県産ワインのブランド力を

強化し、消費拡大を促進するため、県ワイン酒造組合

や国内外の試験研究機関などと連携し、甲州をはじめ

とする原料ぶどうの高品質化を推進した。

　これにより、本県に適した醸造用ぶどうの開発と高

品質化に寄与した。

（ 15,851）

4,121

［ 11,671］

【果樹・ 6次産業振興課】

・醸造用に適した優良系統の品質調査・分析の実施

甲州種 8系統、欧州系専用種 12 系統

・醸造用に適した栽培技術の研究

ぶどうの仕立て方法、台木品種、ぶどう品種を組

み合わせた栽培試験の実施

⑥ ワイナリーと
連携した醸造
用ぶどうの生
産拡大

果樹園芸等振興費 　世界的なワイン産地として認められ、産地を維持・

発展させていくため、農家経営の安定を図りながら、

ワイナリーの求めに応じた原料供給ができるよう、甲

州種を中心とした醸造用ぶどう栽培ほ場の維持・拡大

を支援するとともに、新産地形成に向けた生産基盤の

整備と新産地候補地の選定調査を実施した。

　これにより、ワイナリーと連携した醸造用ぶどうの

生産拡大の推進に寄与した。

（ 12,520）

5,731

【果樹・ 6次産業振興課】

【耕 地 課】

土 地 改 良 費

（ 315,514）

273,514

［ 42,000］

・峡東地域の甲州種栽培者の意向把握　854 戸

・生産基盤の整備の実施　　　　　　　天王原地区

・新産地候補地選定調査の実施　　　　甲州地区
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（予算科目　単位：千円）

個性あふれる地場産業の振興

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑦ 織物産業の活
性化

商 工 総 務 費 　織物産業の活性化を図るため、国内外の展示・商談

会の開催・出展やプロモーション活動を支援するとと

もに、産地ブランド確立に向けた産地ツアーを実施

した。

　これにより、織物産地やまなしの認知度向上や新た

な販路開拓などに寄与した。

（ 39,230）

【地域産業振興課】
23,167

［ 13,128］

・産地企業とのマッチング事業（バスツアー）の実施

	 　　3件

・産地ＰＲ事業を実施	 3 件（スパイラル、rooms 等）

・海外での販路開拓事業を実施	 1 件（ミラノウニカ）

⑧ 伝統工芸品産
業の振興

商 工 総 務 費 　甲州印伝や甲州水晶貴石細工、甲州手彫印章などの

伝統工芸品産業の活性化を図るため、国内外の展示 ･ 	

商談会の開催 ･出展などの販路開拓や後継者育成のた

めの取り組みを支援した。

　これにより、伝統工芸品産業の振興に寄与した。

（ 8,000）

【地域産業振興課】
4,558

商 工 振 興 費

（ 3,313） ・都内でテストマーケティングを実施	 　1 件

3,063 ・産地組合の展示会出展を支援	 　　4件

・後継者育成のための取り組みを支援	 　1 件

・伝統工芸品振興事業を支援	 　2 件

9 県工業技術セ
ンターのデザ
イン機能拡充

　　　 　地場産業を支える中小企業などの高付加価値商品の

開発を支援するため、県工業技術センターのデザイン

技術部（デザインセンター）の拡充強化について検討

を行った。【地域産業振興課】
・庁内検討会の実施　2回

⑩ 企業のデザイン
力・販売力強化
に向けた取り組
みの推進

商 工 総 務 費 　本県地場産品の消費拡大を図るため、地場産品のデ

ザイン向上・高品質化、新製品開発など外部デザイナー

によるブランディング支援を行った。

　これにより、新たな山梨ブランドづくりに挑戦する

取り組みに寄与した。

（ 8,557）

7,092

【地域産業振興課】 中小企業指導費

（ 1,634） ・外部デザイナーによる製品開発の支援　4件

1,485 ・やまなしモノづくりデザイン塾を実施　3回
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（予算科目　単位：千円）

個性あふれる地場産業の振興

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑪ デザインスキ
ルを持つ人材
の育成

職業能力開発総務費 　地場産業のブランド化、販売力を強化するため、県

内企業に対してニーズ調査を実施し、県内産業界が求

めている人材ニーズや求職者の訓練ニーズ等を把握

した。

（ 2,285）

2,279

【産業人材育成課】
・県内 2,000 事業所に対して調査を実施

	 　　回収率 34.1％
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※下線の成果指標は 「山梨県まち・ひと・しごと創生総合戦略」 にも記載

「ダイナミックやまなし総合計画」　政策別実施状況

プロジェクト 3 地域産業元気創造プロジェクト

政策 6 にぎわいを生み出す商業・中心市街地の活性化
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
6

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

　地域の商店街は、経済・文化・交流の中心であり、地域のにぎわいを創出するために

は、活力ある商業の展開や中心市街地づくりを進める必要があります。

　このため、市町村や商工団体と連携して、地域の魅力ある商店街づくりを支援すると

ともに、中心市街地の活性化に向けた取り組みを推進します。

平
成	

27	

年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項　目 頁 担 当 部 局

○ 商店街活力再生への支援 P.58 産 業 労 働 部

○ 大規模集客施設等の適正立地 P.58 産 業 労 働 部

○「買援隊」の支援 P.58 産 業 労 働 部

○ 中心市街地活性化事業への支援 P.59 産 業 労 働 部

○ 甲府駅南口周辺地域の再整備の推進 P.59 県 土 整 備 部

○ 甲府城跡の整備に向けた取り組みの推進 P.59 教 育 委 員 会

事	

業	

費

施策・事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 828 百万円

前年度までの事業費 －百万円

本年度の事業費 828 百万円

成
果
指
標
の
達
成
状
況

成　果　指　標
基	準	値

（基準年度）
A

目	標	値

（目標年度）
B

現	況	値

（直近データ）
C

進捗率（%）

買援隊事業実施市町村数 －
27 市町村

（H31）
－ －

空き店舗を活用した新規創業数
（累計）

－
50 店舗

（H31）

15 店舗

（H27）
30.0

甲府市中心市街地における歩行者
通行量（年 3日間の定点調査）

147,364 人

（H26）

186,564 人

（H31）

129,884 人

（H27）
△ 44.6

C－A
B－A

×100
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主要な施策の成果 （予算科目　単位：千円）

にぎわいを生み出す商業・中心市街地の活性化 ※丸数字の施策・事業は 「山梨県まち・ひと・しごと創生総合戦略」 にも記載

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

① 商店街活力再
生への支援

商 工 振 興 費 　商店街の活力を再生させるため、市町村や商工会議

所等が行う空き店舗の活用や商業活性化のためのイベ

ント開催などの取り組みを支援するとともに、研修会

の開催により、地域に根ざした魅力ある商店街づくり

を進める人材の育成を推進した。

　これにより、意欲ある市町村や商工会議所等の取り

組みへの支援が図られ、商店街の活性化に寄与した。

（ 10,621）

【商業振興金融課】
7,158

・商店街活性化イベント開催等の支援　　　　6件

・街路灯のＬＥＤ化等による施設整備の支援　4件

・空き店舗への出店促進等の支援　　　　　	 20 件

・商店街人材育成セミナーの開催　　　　　　5回

2 大規模集客施
設等の適正立
地

商 工 振 興 費 　集客力の大きな大規模集客施設等の立地について、

まちづくりへの影響等について総合的に勘案し、適正

な立地を図った。

　これにより、持続的発展が可能な暮らしやすいまち

づくりを推進した。

（ 987）

519

【商業振興金融課】

・大規模集客施設等立地計画の提出　2件

③「買援隊」の
支援

商 工 振 興 費 　日常生活の買い物に不便を感じている人々の買い物

環境の改善を図るため、地域の特性や住民のニーズ等

に応じ、商店や商店街等が地域と連携して行う買い物

弱者対策のための取り組み（「買援隊」）への支援のた

めの買い物環境実態調査を実施するとともに、市町村

と情報交換を行った。

　これにより、県内の買い物環境の現状や課題等を把

握し、「買援隊」の支援策を構築した。

（ 4,860）

【商業振興金融課】
4,718

・買い物環境実態調査の実施

・買援隊活動促進事業費補助金の創設
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（予算科目　単位：千円）

にぎわいを生み出す商業・中心市街地の活性化

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

④ 中心市街地活
性化事業への
支援

　　　 　中心市街地活性化を促進するため、甲府市が策定し

た「中心市街地活性化基本計画」において県が実施主

体となっている事業を円滑に実施するとともに、市や

商店街等が実施する空き店舗対策や誘客のためのイベ

ント開催の事業に対し支援した。

　これにより、甲府市中心市街地に新たなにぎわいを

創造した。

【商業振興金融課】

・商店街活性化イベント開催等の支援　　　　2件

・空き店舗への出店促進のための創業の支援　8件

⑤ 甲府駅南口周
辺地域の再整
備の推進

街 路 事 業 費 　甲府駅南口駅前広場と平和通りを、県都の玄関口に

ふさわしい景観にするため、「甲府駅南口周辺地域修

景計画」に基づく再整備を進めるとともに、甲府市と

共同で甲府城周辺地域の整備計画の策定を進めた。

　これにより、甲府駅南口周辺地域の魅力ある市街地

づくりに寄与した。

（ 1,006,341）

801,459

【都市計画課】［ 204,882］

都市計画総務費

（ 20,721） ・甲府駅南口駅前広場及び平和通りの整備

5,536 　　駐輪場の供用開始	 　平成 27 年 6 月

［ 14,608］ 　　一般車ロータリーの供用開始	 　平成 27 年 7 月

　　タクシープールの供用開始	 　平成 27 年 7 月

　　公共交通ロータリーの一部利用開始	　平成 28 年 3 月

・甲府城周辺地域の整備計画の策定

　　「甲府城周辺地域活性化基本計画」

	 　検討委員会の開催　4回

⑥ 甲府城跡の整
備に向けた取
り組みの推進

文化財保護費 　県指定の「史跡甲府城跡」内における天守閣等の復

元整備に関わる歴史的な根拠を探るため、総合調査を

実施した。

　これにより、天守閣の存在または可能性を示す根拠

は発見されなかったが、絵図 11 点と古文書１点を新

たに発見した。

（ 8,815）

8,217

【学術文化財課】

・絵図・文献、海外資料等の調査の実施
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